













































































































































最近， Ellickson(1981), Lerman and Kern 

































































































i=l…M 地区番号 （M ：総地区数）
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[ 1 J 土地利用を考察する当該地区 iを固定す
る．



















t, (1), . t, （α），… t,(N）カテゴリーの土地利用
は，最大地代を与える可能性のある候補者である．





R''¥.=A'0（α） -c't>・dほを， t=t,(1）， … t, （α）， 
…t,(N）について比較し，その中の最大値をつけ
T ( t, (1）・ 1)n T ( t, (2) 2) 
Ac,,<•>> （α）ーc <• c Coll d, 0 



























































































































一般チューネンモデル（Generalized Th linen 
Model ：以後GTMとよJi）の最終公式
p<tl i = 2.aP(t) ia 
＝ヱaexp(r<tl日）／2,,,{2.a,exつ（r< '¥a,)} 





























ここで， b は都市 αの人口である．
すると付け値地代の確定成分は，
(t) (t) (t) ,.J r zα＝α ・qa-c ・aぱ
となり， GTMに含まれるパラメータは，




























三 exp( r<t+1> (D<t11+1J ,) ) / exp （ァ（叫（D(t/t+I),)
=exp（α（t+l), Q(t/t+I) C(t+l）.ρ（t/t+I);) 
/exp（α（t), Q(t/t+I)_ C(t）・n<tft+l)i)





は，全部で T-1個あり， T 1個のもとの土地利
用比 pit）と同じ数の自由度をもっ．したがって，
{p<t> 2.,p<t)=l, t=l…T｝から，

















とである．すなわち d;a=Oのとき D＇山 +1¥=0と
なるように定義すれば，有限の距離関係によらな
し、
ヱαexp（α(t+l).qa) l~aexp （α（t).qα） 
=exp（αc1+1J. Q'"'+ll) /exp （α｛吋・Q(tlt+l))
から，
£竺2
















lnK＇＼＝｛ α＜t>. q_ -c<t>・dし〉 (IO) 
nc11+1J; = { ( fo''l. q）一〈α｛山l・q))
一（{a'tl. q_ -c't>・d；）一〈α｛川）・q_-cu+1＞・d;))}
I (c') c(t+l)) (Il 
6 GTM公式のGTD表示
GTM公式（式（3)




K'"> = K<') (K(t+t) I K't)) (K'1+2J I K''+'l）… 
(K(U) / K(u-1) 
また， u<tに対して，重み関数は次のように書き
換えられる




=K't) J(~u<J((U) ,+ K(t) ,+ ヱu>tK(U) ;)
=1／｛玄uく，（K'"¥/K''¥)+ 1 
十乏u>t(K＇叫JKUJ,)}
=1／｛玄uく，（K''1> /K't>)・・(K(U) /K'"+1>)} 
+l十三u>1(KCt+1J/K't>）・・（K'"l/K＇日））｝
=1／｛ヱu<t(K(u+l)/K(U)）ー＇・（K't>JK＇ト 1）一l







-D(V/V+l) ；）十1+ Lu>tIIv=t,u-1exp ( c(V) 




































t番目曲線 n<'1/t) = n<' 1ft）。（p<t1¥=P<t);), 



























=l/{exp(c<1 1＞ーがり）・ (D(t山）。＿n<' 1＂＼）・
[l +positive terms] 
+l+exp(c＜吋－c<t+1＞）・ （D<111+1>;-n<11t+1＞。）・
[1 +positive terms]} 
と変形できる．
ここで，分母中の第1項の因子
exp(c＜トi>-c<t)）・ (DU川 ＼－D<tit>;) 










































P' = K' I (K' + K2) 
=1/{l +exp(c1ー c2）・(Dl2一D120)}
P2=K2/ (K'+ K') 






















































( t + 1年の土地利用比）
土地利用前線の移動による土地利用変化
の模式化


































'r、＂- i:l ._.,. A 
= 3.7 
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の端点を原点とする xy座標で（4.5,4.5), (2.5, 
1.5), (6.5, 4.5）とし，各人口が，
qi =1.0, q2=0. 9，の＝0.8
である場合を CaseA，それぞれ約1.5倍に成長し
た場合
















三 exp（戸川（D<tts>,) ) I exp ( r<•> (D＜川＞.））
=exp (a(t) • Q(t/S)_ C(t) • D(t/s>,) 

























Q128= 1. 40, Q13s= 1. 39, Q23s= 1. 39 
また分割距離は，

















=1/{1 +exp(c1 c2) ・ (D12一n120
＋巴xp(c1一c3).(D'3一D九）
p2= K2/ (K' + K2+ K3 ） 
=1／｛巴xp(c1-c2）・（D120-D吋＋1
+exp(c1-c2）・ (D23_D2引｝














D'3= oD12+ (1-o) D23 
D13o= 0D120十（1-o) D23o 
-12-
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第6図 一般チューネン距離（GTD)D12の空間




















的配置と Contour( Case A) 
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2. Case B 
次に，地代パラメータはすべてそのままで，す
べての都市の人口が約1.5倍に成長した CaseB 
(q, = 1. 5, q2= 1. 3, Qa= 1. 2）を考えてみよう．
第10図は，仮想国全域における第 lチューネン






2 2 3 4 5 
第10図 一般チューネン距離（GTD)D12の空間
的配置と Contour(Case B) 
T，：第 1チューネン境界 （D 12=D 120=
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f 3/2 P 1 
[ 3/2 
Pa> 
f 3/2 p 2 f 3/2 p 3 

















P'>P2> paの領域（123領域）， p2> P'> paの領













































































































































































































<l, 0, O> 
<O, l, O> 
<O, 0, 1> 
< 1/2, 1/2, 0 > 
< o,1/2, 1/2 > 
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（旦ごと旦二＞ p ') 
④ [21] 昼盤
⑤ [213] 墨宣E林
⑥ [2 ，】］ 昼i盤L
⑦ [231] 墨盆都
③ [2 '" ] 昼i並L
⑨ (23] 屋益
第 1.5チューネン境界目 T'' 
2 3 1領域










⑫ I l3山 ］ 埜（農）












































































































pt' I pt= K'' I K' = exp ( c'-c＇’）（D"'-D＂’o) 
(t, t') = (1,2), (2,3), (1,3) 
"i-tP'=l 
または，
lnP＇’ lnPt= (ct ct') (D"' D"'o) 
(t, t')=(l,2),(2,3),(1,3) 
したがって，
D12-D'20= (lnP2-lnP1) I (c' c2) 
D2s -n2s o = (lnPs lnP2) I ( c2 -cs) 






a= (c' c2)/(c1-c3) ((c' c2）と（c2 cs）の
自己7t比）








保存量.lnP2 { (1 o)lnP＇＋δlnP3｝が存在
し，




つのケース（Case A, Case B）に対する上記の量
lnP2 { (1δ）lnP＇＋δlnP3} 
の値を，100個の観測点（国土の中の県と考えてよ




胡 l I 
捻 I I 
g! lト ｜
亘｜ ｜

















（δ＝ (c' c2) I (c' c3)) 
が近似的に常数となるのであろうか．
いま， D三 D12=Dおとおくと，
P2/ P1=exp(c1-c2) (D-D12o) 
P3/ P2=exp (c2-c3) (D-D23o) 
から，
P':P2:P＇＝巴xp｛一（c'-c2)D + ( c'-c2)D12o}. 
1: exp{(c2 c3)D (c2 c3)D2¥} 
=exp{-c1D+(c1-c2)D120}: 
exp{-c2D}: 





r3(D) = c3D+k (c2-c3)D12o 
-23-
仮想地代
lo p’－c'D+k+ （。l 。’） D・～
’oP'=-c'D+k- (c’c ＇）。”．
(1 -•) lo P'+61o p置＝－ c’D+k + const 







r'(D) =a1Q12 c1D 
r2(D) =a2Q12_c2D 
n23に関しては，
r2’（D) = a2Q23_ c2D 














r'= ( 1 o)lnP1＋δlnP3 
を考えると，これは第1地代直線 r1と第3地代直
線 rsとを 1-o 6に内分した直線であり，それ
は第 l直線と第3直線の交点（第1.5チューネン境
界にあたる）を必ず通り，しかも傾きは，
























P' Cobb - Douglas関数





























































































































lnP'+1-{ (1ーが）lnP' + o'lnP1+2} 
(t=l…T-2，グ＝(c'-c'+1)/(c'-c'+2)) 









( 1) T- 1個の原自由度（法則なし）
Tカテゴリ一系
（＋自明な制約式 f,P '= 1) 
→Tー1自由度
( 2) 2個の保存則 I (2) T-2個の疑似保存則
①角運動量保存則 ｜ Tー1個のチユーネン距離
（ケプラーの第 2法則・面積速度の法買1) J D ＜ • ／リけ（ t = 1 ・ T-1) 
②エネルギ一保存則 ｜ 同士の等値仮説（ GTD Hypothesis ) 
（ケプラーの第3法員lj.調和の法則） I D <•/• +•> = D ＜•＋•／•刊】（ t = 1・ T-2)
→ー2自由度分の減少 ｜ が近似的に成り立つ












In P ＇＋’一（ ( 1 -o ')In P R十占 EIn P "'] 


























































すなわち， T-1個のチューネン距離nc,1,+1>( t =
1…T 1）同士の等値仮説 （GTDHypoth巴sis)
n<111+1> = n<1+111+2> ( t =1…T-2) 
が近似的に成り立つので， T-2個の保存量，
lnP1+1ー｛(1 a') InP' ＋ゲlnP1+2}
(t=l・ T-2, 01=(c'-c1+1)/(c'-c'+2)) 
が存在し，T 2個の保存則が近似的に成り立つ．
この結果一（T-2）自由度分の減少となる．
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